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関
東
で
は
、
じ
め
じ
め
と
し
た
梅
雨
も
平
年
に
比
べ
る
と

半
月
程
早
く
明
け
、
一
気
に
夏
へ
と
突
入
し
た
▼
夏
と
い
え

ば
行
楽
シ
ー
ズ
ン
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
夏
休
み
、
親
御

さ
ん
に
と
っ
て
も
連
休
で
も
あ
り
家
族
で
行
動
し
易
く
、
家

族
の
思
い
出
作
り
の
時
期
と
い
え
る
▼
そ
し
て
夏
は
人
間
や

生
き
物
に
と
っ
て
一
番
活
動
的
に
な
る
時
期
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
開
放
的
な
気
持
ち
に
な
る
の
は
そ
の
せ
い
で
あ

ろ
う
か
▼
こ
の
様
な
親
子
が
一
緒
に
過
ご
す
機
会
が
増
え
る

時
期
、
一
度
大
人
と
子
供
の
違
い

(

身
体
的
な
こ
と
は
別
と

し
て)

は
何
か
？
を
考
え
て
み
た
い
▼
ニ
ュ
ー
ス
等
で
頻
繁

に
目
に
す
る

｢

幼
児
虐
待｣

・

｢

育
児
放
棄｣

と
い
っ
た
出

来
事
。
こ
の
よ
う
な
事
件
は
、
様
々
な
要
因
が
在
る
と
は
言

え
結
局
の
と
こ
ろ
親
の
我
儘
が
、
時
に
は
殺
人
事
件
に
ま
で

至
る
大
事
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
昨

今
世
間
を
騒
が
す
事
件
の
殆
ど
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
抑
制

出
来
ず
、
短
絡
的
に
行
動
し
て
し
ま
う
事
に
起
因
し
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
我
慢
が
出
来
る
か
出
来
な

い
か
が
両
者
の
違
い
で
あ
り
、
単
刀
直
入
に
い
え
ば
、
子
供

の
ま
ま
で
あ
る
大
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
事
が
言
え
る
と

思
う
▼
来
る
八
月
十
五
日
は
六
十
八
回
目
の
終
戦
記
念
日

当
時
、
多
く
の
若
者
の
命
が
、
御
国
の
為
に
散
り
、
国
中
で

も
筆
舌
に
耐
え
が
た
い
辛
い
思
い
を
し
た
。｢

堪
え
難
き
を

堪
え
忍
び
難
き
を
忍
び｣

と
の
昭
和
天
皇
の
お
言
葉
の
通
り

先
人
た
ち
の
苦
難
の
末
に
今
日
の
平
和
な
日
本
が
あ
る
▼
当

社
に
於
い
て
は
そ
の
終
戦
記
念
日
に
、
英
霊
を
お
慰
み
申
し

上
げ
、
戦
争
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
た
め
、｢

相
模
薪
能
神
事｣

を
斎
行
し
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
希
求
し
て
い
る
▼
夏
休
み

開
放
的
な
時
間
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
が
、
視
点
を
変
え
れ

ば
家
族
の
時
間
を
作
り
や
す
い
時
期
で
も
あ
る
。
今
一
度

我
慢
に
我
慢
を
重
ね
、
絶
望
か
ら
這
い
上
が
っ
た
先
人
た
ち

を
見
つ
め
直
し
我
々
大
人
達
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
日
本
は

日
本
人
は
何
処
を
目
指
す
べ
き
な
の
か
、
家
族
で
語
り
あ
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

(

櫻
井
貴
基)
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(

順
不
同)

浜
之
郷

鶴
嶺
八
幡
社

岡
田

菅
谷
神
社

芹
沢

腰
掛
神
社

堤

八
坂
神
社

倉
見

倉
見
神
社

一
之
宮

八
幡
大
神

西
久
保

日
吉
神
社

矢
畑

本
社
宮

円
蔵

神
明
大
神

中
島

日
枝
神
社

柳
島

八
幡
宮

萩
園

三
島
大
神

今
宿

松
尾
大
神

上
赤
羽
根

八
雲
大
神

下
赤
羽
根

神
明
大
神

高
田

熊
野
神
社

甘
沼

八
幡
大
神

香
川

諏
訪
神
社

小
和
田

熊
野
神
社

室
田

八
王
子
神
社

菱
沼

八
王
子
神
社

下
寺
尾

諏
訪
神
社

新
町

嚴
島
神
社

十
間
坂

神
明
宮

十
間
坂

第
六
天
神
社

中
海
岸

中
海
岸
神
社

中
海
岸

八
大
龍
王
神

本
村

八
坂
神
社

茶
屋
町

茶
屋
町
大
神
宮

南
湖
下
町

住
吉
神
社

鳥
井
戸

御
霊
神
社

南
湖
上
町

金
刀
比
羅
神
社

南
湖
中
町

八
雲
神
社

七
月
十
五
日

(
海
の
日)

早

朝
、
寒
川
神
社
を
は
じ
め
、
寒

川
町
・
茅
ヶ
崎
市
に
鎮
座
す
る

三
十
四
社
三
十
九
基
の
神
輿
が

茅
ヶ
崎
南
湖
の
浜
に
参
集
し

約
十
万
人
の
観
衆
が
見
守
る
中

浜
辺
を
勇
壮
華
麗
に
乱
舞
す
る

県
の
無
形
民
俗
文
化
財

｢

浜
降

祭｣

が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。

寒
川
神
社
で
は
前
日

の
午
後
八
時
宵
宮
祭
並

び
に
遷
霊
祭
を
斎
行
し

日
付
も
変
わ
っ
た
深
夜

二
時
三
十
分
、
境
内
に

参
集
し
た
菅
谷
神
社

倉
見
神
社
、
八
幡
大
神

の
神
輿
が
供
奉
す
る
な

か
社
頭
を
発
輿
、
大
勢

の
人
々
に
見
送
ら
れ
な

が
ら
一
之
宮
、
田
端
を

通
過
午
前
六
時
に
南
湖
の
浜
に

着
御
致
し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
神
輿
が
祭
場
に
着

御
し
た
午
前
七
時
、
浜
降
祭
祭

典
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
、
国
家

安
泰
・
五
穀
豊
穣
・
大
漁
満
足

が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
、
先
駆
神
社
鶴

嶺
八
幡
社
の
神
輿
を
先
頭
に

各
社
の
神
輿
は
次
々
と
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。
帰
路
途
中
、
田

端
と
一
之
宮
の
行
在
所
に
て
地

域
の
繁
栄
を
祈
願
す
る
途
上
供

饌
祭
を
行
い
、
寒
川
駅
前
公
園

で
は
、
東
日
本
復
興
祈
願
祭
を

御
旅
所
に
て
御
旅
所
祭
を
執
り

行
い
、
午
後
一
時
に
社
頭
へ
還

幸
致
し
ま
し
た
。

�
浜

祭

典

▲禊に向かう神輿

▲南湖浜着御

▲斎主祝詞奏上

▲御旅所神主 鈴木孫七氏玉串拝礼
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か
な
う
ま
で
、
忘
れ
る
事
な
く

応
援
し
続
け
よ
う
と
す
る
力
強

い
決
意
が
�
鈴
の
音
�
と
な
り

東
北
地
方
に
鳴
り
響
き
、
少
し

で
も
被
災
地
の
皆
様
方
の
勇
気

に
な
る
よ
う
に
、
巫
女
に
よ
り

神
楽

｢

四
方
拝｣

が
奉
奏
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
で
は
、
寒
川
み
こ
し
祭

実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り

子
供
神
輿
の
担
ぎ
出
し
や
、
町

内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
児
が
飾

り
つ
け
た
段
ボ
ー
ル
神
輿
が
展

本
年
は
浜
降
祭
の
帰
路
、
寒

川
駅
前
公
園
に
、
初
め
て
寒
川

神
社
・
菅
谷
神
社
・
倉
見
神
社

の
三
社
の
神
輿
が
集
結
し
、
二

年
前
の
東
北
大
震
災
の
被
災
を

風
化
さ
せ
る
事
無
く
、
深
く
心

を
寄
せ
る
と
共
に
、
被
災
地
の

早
期
復
興
を
願
う
、
東
日
本
大

震
災
復
興
祈
願
祭
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、｢

と
ど
け
鈴
の
音

ガ
ン
バ
レ
！
東
北｣

の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
通
り
、
復
興
が

示
さ
れ
、
野
菜
や
か
き
氷
、
町

認
定
の
Ｂ
級
グ
ル
メ｢

棒
コ
ロ｣

を
販
売
す
る
朝
市
が
開
か
れ
た

他
、
寒
川
神
社
の
御
旅
所
ま
で

の
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た

▲駅前公園に神輿集結

▲復興祈願祭執行

▲御旅所までパレードを行う ▲浪速神楽 ｢四方拝｣ 奉奏
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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
直
後
よ
り
、
直
接
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
る
金
華
山
黄
金
山
神
社
は
、
本
年
が
十
二
年
に
一
度
の
巳
歳
御

縁
年
大
祭
の
年
に
あ
た
り
、
種
々
ご
祭
事
が
斎
行
さ
れ
て
お
り
ま
す

寒
川
神
社
で
は
、
ガ
ン
バ
レ
東
北
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と

東
北
支
援
を
兼
ね
六
月
の
末
に
職
員
研
修
旅
行
を
実
施
し
被
災
地
の

現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
折
、
黄
金
山
神
社
を
参
拝
し
、
利
根

宮
司
よ
り
巳
歳
大
祭
へ
の
寄
贈
金
と
、
皆
様
よ
り
の
義
捐
金
を
納
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

黄
金
山
神
社
は
古
よ
り
、
�
三
年
続
け
て
お
参
り
す
れ
ば
、
一
生

お
金
に
不
自
由
し
な
い
�
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
御
霊
験
あ
ら
た
か
な
神

社
で
、
寒
川
神
社
の
崇
敬
者
で
気
学
鑑
定
師
の
柴
山
壽
子
氏
も
著
書

の
な
か
で
金
運
に
強
い
神
様
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
も
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
地
元
の
復
興
支

援
を
兼
ね
参
拝
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�
金
華
山
黄
金
山
神
社

の
御
神
徳
そ
の
も
の

が
タ
イ
ト
ル
で
あ
る

柴
山
壽
子
氏
の
著
書

▲黄金山神社職員の皆様と一緒に撮影
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終
戦
記
念
日
で
あ
る
八
月
十

五
日
、
正
午
よ
り
末
社
宮
山
神

社
境
内
に
建
つ
、
平
和
の
塔

｢

和
光｣

の
前
に
て
世
界
の
恒

久
平
和
を
願
う
、
平
和
祈
願
祭

が
執
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
祭
典
に
皆
様
方
の
ご
参

列
を
頂
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

記

�
�
�

�

平
成
二
十
五
年

八
月
十
五
日(

木)

正
午
よ
り

�
�
	




宮
山
神
社
境
内

和
光
の
塔
前

先
の
大
戦
に
て
、
祖
国
日
本

の
為
に
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た

護
国
の
英
霊
と
戦
争
犠
牲
者
の

御
霊
を
お
慰
め
申
し
上
げ
、
真

の
世
界
平
和
を
祈
願
す
る
相
模

薪
能
が
終
戦
記
念
日
の
八
月
十

五
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

四
十
四
回
を
迎
え
る
本
年
は

神
宮
式
年
遷
宮
の
御
年
で
あ
る

こ
と
に
因
み
、
伊
勢
に
縁
の
あ

る
曲
が
演
能
さ
れ
ま
す
。

能
楽
師
に
よ
る
幽
玄
の
世
界

を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

一
、
日

時

八
月
十
五
日(

木)

午
後
五
時

開
場

午
後
五
時
半
開
演

一
、
場

所

内
庭
特
設
舞
台

小
雨
決
行

�
�
�
�
�

※
小
雨
決
行
に
つ
き
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を

持
参
下
さ
い
。(

傘
は
遠
慮
下
さ
い)

荒
天
に
よ
る
中
止
の
案
内
は
、
ニ
ッ

ポ
ン
放
送
ラ
ジ
オ
に
て
午
後
三
時
十

七
分
頃
と
四
時
二
十
三
分
頃
放
送
致

し
ま
す
。

当
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�最
新
情
報
�

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

�
能

｢

歌
占｣

▲狂言 ｢伊文字｣

例
祭
時
期
に
は
、
神
池
橋
前

の
三
角
地
に
提
灯
を
掲
げ
、
例

祭
を
奉
祝
致
し
て
お
り
ま
す
が

皆
様
に
も
ご
奉
賛
頂
き
、
よ
り

賑
や
か
に
お
祝
い
し
た
く
ご
案

内
致
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
一

灯

一
五
、
〇
〇
〇
円

�
�
�
�
�
�

社
務
所
に
献
灯
料
を

御
持
参
下
さ
い

�
�
�
�
�平

成
二
十
五
年

八
月
二
十
五
日(

日)

��

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

六
月
三
十
日
午
後
二
時
よ
り

水
無
月
大
祓
式
並
茅
の
輪
神
事

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
祓
式
は
、
古
く
奈
良
時
代

よ
り
続
く
除
災
行
事
で
、
全
国

の
神
社
で
行
わ
れ
て
い
る
神
事

で
す
。

当
日
は
、
千
九
百
名
を
超
え

る
参
列
者
が
訪
れ
、
大
祓
詞
を

奏
上
し
、
罪
穢
を
人
形
に
託
し

切
麻
に
て
祓
い
清
め
た
後
、
茅

の
輪
を
三
度
く
ぐ
り
、
無
病
息

災
を
祈
願
致
し
ま
し
た
。
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□�
�
�
�

平
成
二
十
五
年

十
一
月
十
日
〜
二
十
三
日

□�
�

寒
川
神
社
に
関
係
す
る
未
発
表
の
作
品

□�
�
	

白
黒
・
カ
ラ
ー

四
ッ
切
ま
た
は
六
ッ
切

(

ワ
イ
ド
可)

□

�
�


一
人
五
点
以
内

□�
�
�
�

平
成
二
十
五
年

十
月
一
日
〜
三
十
一
日

□�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
�

"
�
#
$
%
�
&
'
(
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寒
川
神
社
写
真
展
係
�
〇
四
六
七(

七
五)

〇
〇
〇
四

平成24年宮司賞受賞作品 ｢尊厳な式典｣

天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
第
六
十
二
回
式
年
遷
宮
の

｢

遷
御
の
儀｣

を
皇
大
神
宮

(

内
宮)

を
十
月
二
日
、
豊
受

大
神
宮

(

外
宮)

を
十
月
五
日

と
御
治
定
あ
ら
せ
ら
れ
ま
し
た

伊
勢
の
式
年
遷
宮
は
持
統
天

皇
四
年

(

六
九
〇
年)

に
第
一

回
が
行
わ
れ
て
以
来
、
戦
国
時

代
の
一
時
中
断
と
大
東
亜
戦
争

に
よ
る
延
期
以
外
は
、
二
十
年

毎
に
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

｢

皇
家
第
一
の
重
事
、
神
宮

無
双
の
大
営
な
り｣

と
い
わ
れ

御
社
殿
を
は
じ
め
、
御
装
束
・

神
宝
類
を
す
べ
て
整
え
、
浄
闇

の
中
厳
か
に
神
霊
を
お
遷
し
す

る
民
族
的
一
大
事
業
で
あ
り

最
高
の
規
模
と
格
式
を
も
っ
て

行
わ
れ
る｢

国
風
文
化
の
精
華｣

と
讃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

｢

遷
宮
の
こ
こ
ろ｣

と
は

祖
父
が
た
ど
っ
た
歴
史
で
あ
り

心
意
の
継
承
を
意
味
し
、
文
化

の
再
生
能
力
を
将
来
に
繋
ぎ
止

め
る｢

民
族
文
化
の
記
憶
装
置｣

で
あ
り
、
日
本
的
な
永
遠
性
を

創
出
す
る｢

伝
統
の
生
き
た
力｣

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

神
宮
の
奏
で
る
悠
久
の
調
べ

に
聴
き
入
り
、
ひ
た
す
ら
真
心

を
浄
化
し
た
い
も
の
で
す
。

▲内宮遷御図 (両宮遷宮旧式祭典図)
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浜降祭 神輿見物

神
恵
苑
は
、
入
苑
期
間
の

制
約
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
入

所
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
入

苑
者
様
の
状
態
等
に
よ
り
柔

軟
に
対
応
致
し
ま
す
。

入
所
が
出
来
る
方
は
、
要

介
護
一�
か
ら
要
介
護
五�
の

皆
様
で
す
。
又
、
介
護
申
請

が
済
ん
で
い
な
い
方
の
ご
相

談
も
お
受
け
致
し
ま
す
。

加
齢
と
共
に
足
・
腰
の
筋

肉
は
衰
え
て
き
ま
す
。
寒
川

神
社
神
恵
苑
で
は
可
能
な
限

り
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
が
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ご
自
宅
か
ら
通
う
、
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
併

設
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
事
は
、
電
話
で
お

問
合
せ
下
さ
い
。

連
絡
先〇

四
六
七
��
八
六
七
七

入苑者様 誕生会
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去
る
七
月
六
日
、
育
成
三
団

体
の
年
次
総
会
が
社
務
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
会
に
は
、
保
護
者
の

皆
様
を
は
じ
め
、
青
少
年
育
成

に
関
わ
る
講
師
・
団
委
員
・
リ
ー

ダ
ー
等
多
数
出
席
さ
れ
、
平
成

二
十
四
年
度
行
事
並
び
に
決
算

報
告
、
平
成
二
十
五
年
度
行
事

計
画
並
び
に
予
算
案
等
が
慎
重

に
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
に
各
三
団
体
は
、
野

外
で
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
元

気
に
活
動
し
共
同
生
活
の
中
で

心
身
の
健
全
な
る
成
長
を
図
る

夏
季
活
動
に
つ
い
て
の
説
明
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
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去
る
七
月
十
四
・
十
五
日

『

自
立
へ
の
あ
ゆ
み
・
出
来
る

こ
と
は
積
極
的
に
や
っ
て
み
よ

う』

を
テ
ー
マ
に
、
全
部
門
で

一
泊
舎
営
を
行
い
ま
し
た
。

今
夏
行
わ
れ
る
夏
季
キ
ャ
ン

プ
の
事
前
準
備
と
訓
練
で
す

一
日
目
の
夕
食

｢

冷
や
し
中

華｣

と
二
日
目
の
昼
食

｢

お
好

み
焼
き｣

は
ス
カ
ウ
ト
が
頑
張
っ

て
作
り
ま
し
た
。
時
間
が
掛
り

過
ぎ
た
事
を
反
省
し
つ
つ
も
美

味
し
く
、
楽
し
く
、
残
さ
ず
頂

き
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
浜
降
祭
の
神

輿
の
見
送
り
や
、
宮
山
駅
の
花

植
え
も
、
猛
暑
に
も
関
わ
ら
ず

プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
全
員
が
遂
行

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

お
母
様
方
の
大
い
な
る
協
力

も
あ
り
、
無
事
に
活
動
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ス
カ
ウ
ト
達
は
言
葉
に
こ
そ

出
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

心
の
奥
で
、
お
母
さ
ん
に
感
謝

し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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(

順
不
同
・
敬
称
略)

十
万
円

㈱
楽
分
目
美
エ
ナ
ジ
ー
円

藤
沢
市
湘
南
台

五
万
円

久
保
井
浩
俊

練
馬
区
大
泉
学
園
町

二
万
円

名
倉

房
子

座
間
市
相
武
台
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介
護
福
祉
士

北
條

直
史

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
八
月
一
日

�
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�
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�
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薬
剤
師

小
倉
み
の
り

看
護
師

宇
戸
由
美
子

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日
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先
に
行
わ
れ
た
春
の
叙
勲
に

於
い
て
、
顧
問
の
山
上
貞
夫
氏

が
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ

去
る
六
月
二
十
九
日
に
祝
賀
会

が
参
集
殿
に
て
行
わ
れ
ま
し
た

利
根
宮
司
も
発
起
人
の
一
人
と

し
て
参
加
、
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
し
た
。

山
上
氏
は
、
寒
川
Ｊ
Ｃ
第

九
代
理
事
長
、
寒
川
町
議
会

議
員
・
議
長
を
経
て
寒
川
町

長
に
就
任
さ
れ
、
様
々
な
事

業
に
取
り
く
ま
れ
る
等
、
多

年
に
亘
る
地
方
自
治
へ
の
功

労
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

茲
に
衷
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
も
益
々
お
元
気
に
て
ご

活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
御
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

▲山上貞夫氏と幸子夫人
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�宗
寒
川
神
社
寒
川
病
院

内
科石

田

正

之

私
は
今
年
四
月
に
内
科
・
呼
吸
器
内
科
と
し
て

着
任
い
た
し
ま
し
た
。
出
身
は
茅
ヶ
崎
市
で
、
大

学
は
東
海
大
学
を
卒
業
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
頃

か
ら
臨
床
感
染
症
学
、
熱
帯
医
学
に
興
味
が
あ
り

卒
業
と
と
も
に
長
崎
大
学
の
熱
帯
医
学
研
究
所
に

あ
る
臨
床
医
学
分
野

(
熱
研
内
科)

に
入
局
し
ま

し
た
。
そ
の
後
は
大
学
病
院
お
よ
び
関
連
施
設
で

呼
吸
器
内
科
、
感
染
症
内
科
の
診
療
と
学
生
お
よ

び
後
輩
の
教
育
を
、
研
究
で
は
感
染
症
、
熱
帯
医

学
を
中
心
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
感

染
症
だ
け
で
な
く
、
呼
吸
器
診
療
に
携
わ
る
機
会

が
多
く
な
る
に
つ
れ
、
呼
吸
器
診
療
の
楽
し
さ

難
し
さ
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
、
い
つ
の
間
に

か
呼
吸
器
内
科
を
自
分
の
専
門
領
域
と
す
る
よ
う

に
な
り
、
今
に
至
り
ま
す
。

私
の
担
当
す
る
呼
吸
器
内
科
は
、
身
体
の
中
で

唯
一
常
に
外
界
に
開
か
れ
た
臓
器
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
非
常
に
綿
密
・
複
雑
に
作
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
感
染
症
を
は
じ
め
、
腫
瘍

ア
レ
ル
ギ
ー
、
循
環
疾
患
な
ど
様
々
な
病
気
を
引

き
お
こ
し
ま
す
。
ま
た
外
界
に
開
い
て
い
る
が
故

に
、
病
原
体
や
粉
塵
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
物

質
を
吸
う
事
で
直
接
的
に
起
こ
る
病
気
も
あ
り

呼
吸
器
と
は
人
が
生
き
て
い
く
に
当
た
り
非
常
に

身
近
な
領
域
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
現
在
癌
で
亡
く
な
る
方
の
一
番
の
理
由
が

肺
癌
で
あ
り
、
非
常
に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

ま
た
一
方
で
二
〇
一
二
年
の
日
本
の
死
亡
統
計
で

は
、
肺
炎
が
脳
血
管
障
害
を
抜
い
て
第
三
位
に
な

り
、
学
会
・
行
政
を
挙
げ
て
Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
肺
炎
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
数
年
前
某

タ
レ
ン
ト
さ
ん
が
Ｃ
Ｍ
に
出
て
啓
蒙
が
さ
れ
ま
し

た
が
、
タ
バ
コ
で
肺
が
壊
れ
る
病
気
で
あ
る
慢
性

閉
塞
性
肺
疾
患

(

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ)

は
ま
だ
ま
だ
診
断

な
さ
れ
て
い
な
い
隠
れ
患
者
さ
ん
が
国
内
だ
け
で

も
五
三
〇
万
人
い
る
と
さ
れ
、
二
〇
二
〇
年
に
は

死
因
の
第
三
位
に
ま
で
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
い
ま
だ
年
間
二
五
、〇
〇
〇
人
ほ
ど

の
新
規
患
者
さ
ん
が
認
め
ら
れ
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
病
気
と
し
て
、
結
核
も
呼
吸
器
の
重
要
な
疾
患

で
す
。
近
年
で
は
高
齢
者
の
結
核
が
増
加
し
、
ま

た
診
断
の
遅
れ
に
よ
る
施
設
な
ど
で
の
集
団
発
生

な
ど
の
事
例
が
毎
年
必
ず
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
今
一
番
注
目
さ
れ
、
早

期
診
断
・
治
療
が
必
用
さ
れ
て
い
る
病
気
が
多
い

の
が
呼
吸
器
と
い
う
領
域
で
は
な
い
か
と
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。
私
は
自
分
の
専
門
で
あ
る
呼
吸
器

と
感
染
症
の
知
識
を
生
か
し
、
肺
炎
の
治
療
、
予

防
に
従
事
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

ま
た
最
近
の
五
年
は
呼
吸
器
の
内
視
鏡
診
断
に
も

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
肺
癌
な
ど
呼
吸
器
疾
患

を
診
断
し
て
い
く
う
え
で
内
視
鏡
検
査
は
非
常
に

重
要
な
検
査
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
準

備
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
当
院
で
も
呼
吸

器
内
視
鏡
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
整
備
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

呼
吸
器
症
状
、
呼
吸
器
疾
患
を
呈
す
る
、
も
し

く
は
患
う
方
は
大
変
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
中
に

は
ち
ょ
っ
と
し
た
軽
い
症
状
が
大
き
な
病
気
の
初

期
症
状
で
あ
っ
た
り
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。
特
に

二
週
間
以
上
続
く
改
善
の
認
め
ら
れ
な
い
咳
が
あ

る
よ
う
な
方
は
ぜ
ひ
一
度
受
診
を
考
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
呼
吸
器
病
に

か
か
わ
る
最
大
の
要
因

は
タ
バ
コ
で
す
。
一
方

で
呼
吸
器
病
予
防
を
す

る
の
に
最
も
効
果
が
高

い
の
は
タ
バ
コ
を
吸
わ

な
い
、
喫
煙
者
に
お
い

て
は
禁
煙
で
も
あ
り
ま

す
。
現
在
喫
煙
を
さ
れ

て
い
る
方
は
、
禁
煙
を

行
っ
て
健
康
な
肺
を
保

ち
、
健
康
な
生
活
を
営

み
ま
し
ょ
う
。

石田医師診療日
月 火 水 木 金 土

午前 ○

午後 ○ ◎ ○
◎呼吸器専門外来 (１･２･３･５週)

� ������� 	
�

�

� ���� 	
��
�

� ������ 		�

�

� ���� 		��
�

� ���� 	��

�

� �� !" 	��#
�

$%�&'�(��)*)+	
�

�	,�



��������	

����������������������������������������������						





������

- ./012345�678

09:;/6<=>?@A

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�

��������	
��

�������

��� ��� ��� ���������������������������			



��������� ������������������������������������

����������
�����������

�
�
�
�
�

���

��������	
� ������������

� ���������	
�����������
���� ��������������

��������� !"�#��

��� �����	
��

B CDEFG��� *HI+

B JK�G�LMN�O*HI+

B PQRSR�� *HI+



さ が み����� ���	
��� �

�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

	


�


�




�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

���
			





���

���


日
没
間
際
、
薄
暮
の
な
か
一
極

鮮
か
に
映
し
出
さ
れ
る
能
舞
台

未
だ
に
お
化
け
を
怖
が
る
息
子

に
｢

お
盆
に
は
、
ば
あ
ば
の
ば
あ

ば
、
そ
の
ば
あ
ば
が
来
る
ん
だ
よ｣

と
、
昨
年
と
同
じ
説
明
を
し
た

｢

ふ
〜
ん｣

そ
っ
け
な
い
息
子
の

返
事
に
、
再
び
言
葉
を
失
っ
た

(

尚)

あ
れ
こ
れ
と
語
ら
ぬ
男
冷
奴

岩
田
美
代
子

起
き
ぬ
け
の
海
を
見
に
出
る
宿
浴
衣

芹
沢

徳
光

浦
人
の
眠
り
の
深
し
梅
雨
の
月

相
原

白
蕗

二
の
鳥
居
佳
境
に
入
る
や
荒
神
輿

根
岸

君
子

ひ
ら
く
輪
の
中
へ
輪
を
画
く
み
ず
す
ま
し

山
本

朝
子

青
富
士
と
い
ふ
も
て
な
し
の
夏
座
敷

飛
石

槿
花

庭
石
に
石
の
貌
し
て
雨
蛙

金
指

月
光

浴
衣
着
て
電
車
の
中
の
一
人
か
な

四
ッ
車
梢
月

用
水
に
淀
み
残
り
し
梅
雨
晴
間

宮
入

つ
る

病
室
に
安
堵
の
笑
み
や
星
祭

金
子

つ
ぢ

梅
花
藻
の
花
の
流
れ
に
手
の
透
き
ぬ

露
木
て
る
子

手
を
か
り
て
渡
る
吊
橋
青
嵐

倉
谷

節
子

駅
を
出
る
一
歩
に
天
も
地
も
酷
暑

伊
藤

公
一

風
生
れ
て
波
を
起
こ
せ
し
青
田
面

松
本
美
智
子

七
夕
や
オ
ー
ル
ス
タ
ー
の
顔
と
顔

原
野

楽
天

麦
わ
ら
帽
老
い
た
る
人
も
赤
い
ひ
も

皆
川
志
ん
ご

唇
を
舐
め
て
始
ま
る
祭
笛

菅
沼

保
幸

神
主
の
烏
帽
子
が
ゆ
れ
る
夏
祭

菅
沼
う
め
の

夏
衣
蛇
も
一
肌
脱
ぎ
に
け
り

天
沼

子
平

木
も
れ
日
の
境
内
に
ひ
び
く
祭
笛

浦
野

房
子

帰
国
子
を
囲
み
田
助
西
瓜
食
ぶ

岡
田
風
呂
釜

健
や
か
な
卒
寿
の
伯
母
の
声
涼
し

松
村

信
篤

夏
空
や
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
一
直
線

竹
村
真
砂
美

何
事
も
承
知
な
し
つ
つ
控
え
め
な
り
し
祖
母
の
小
さ
き
姿
顕
ち
く
る

宇
田
川
時
子

ひ
さ
び
さ
に
地
下
鉄
に
乗
り
孫
た
ち
と
ぶ
ら
り
横
浜
き
ま
ま
な
ひ
と
日

土
屋
ト
ミ
子

雲
流
れ
雨
あ
が
り
た
る
紫
陽
花
路
青
美
し
く
花
色
冴
え
る

浜
田

寿
子

梅
雨
入
り
に
日
毎
色
増
す
紫
陽
花
の
玄
関
前
に
咲
く
を
楽
し
む

山
口

幸
子

家
路
へ
と
続
く
卯
の
花
に
ほ
う
道
わ
れ
の
親
し
む
卯
の
花
小
道

山
根
喜
美
代

ク
ラ
ス
会
箱
根
の
宿
に
集
い
来
て
旧
姓
に
た
ち
ま
ち
面
影
か
え
る

亀
山

文
子

宮
山
の
駅
に
つ
ば
め
の
か
け
し
�
に
抱
卵
中
か
背
な
の
動
か
ず

安
藤

慧

御
殿
場
の
桧
の
林
一
面
に
咲
く
シ
ャ
ガ
の
花
素
朴
な
風
情

川
島
惠
美
子

春
雨
に
洗
わ
れ
る
よ
に
青
青
と
庭
の
雑
草
吾
が
手
に
負
え
ず

天
利

春
枝

老
犬
の
毎
朝
時
間
き
め
て
鳴
く
そ
の
声
き
き
つ
つ
吾
も
起
き
出
す

三
留
と
く
子

芝
ぬ
ち
の
草
抜
き
て
を
り
春
の
陽
に
も
の
思
ふ
背
あ
た
た
め
な
が
ら

堀
江

照
子

歌
詠
み
し
友
の
励
ま
し

｢

が
ん
ば
ろ
う
気
楽
に
よ
も
う
よ
日
記
が
わ
り
に｣

宮
治
友
美
枝

そ
の
つ
ど
に
辞
書
を
ひ
き
ひ
き
衰
え
ゆ
く
吾
が
脳
み
そ
を
活
性
化
さ
す

徳
江

道
子

風
に
ゆ
れ
茅
花
の
白
穂
咲
く
道
に
思
い
出
さ
る
る
故
郷
の
友

岡
元

芳
子

昨
夜
よ
り
の
迷
ひ
も
ろ
と
も
ざ
つ
く
り
と
春
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
真
二
つ
に
す
る

杉
本

照
世


